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1. 研究課題名 
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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

伝統的に都市経済学においては、土地利用を分析する際に、長期的に安定した状態に注目してきた。土

地利用が変化している状態は、一時的なもので、いずれ長期的に安定した状態へと収斂すると考えてき

たのである。しかし、実際に土地利用が変化するには時間が必要であり、移行過程がどの程度の時間を

必要とするか、更に、その変化の過程が一意ではない、つまり、経路依存性をもつか、はこうした伝統

的な分析の有効性を大きく左右する。そこで、本研究では、過去の土地利用がどの程度の期間土地利用

を左右するか、また、経路依存性を持つか、を分析する。その際、具体的には、京都の地籍図 GISデー

タを活用し、大正期の京都の土地利用と現在の土地利用の様子を比較する。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

 

過去の土地利用がどの程度現在の土地利用を規定するのかを分析するため、1912 年の京都地籍図にお

ける地価と現在の京都の路線価とを比較した。その際、いわゆる同和地区に注目し、その内外での地価

の差を空間回帰不連続デザインで分析することで、同和地区に対する差別の程度を可視化できることを

示した。分析の結果、1912年には同和地区の外に比べるとその内側では地価は半減していたが、2000年

代には 1-2割の減少にとどまることが示された。これにより、100年前に比べると同和地区に対する差

別は和らいだものの、いまだ根強く残っていることが分かった。 
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6. 研究業績 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 
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（３）研究発表等  

（４）主催したシンポジウム・研究会等 

（５）その他研究活動（報道発表や講演会等）  

（６）受賞学術賞  

・応用地域学会、坂下賞、2007年 

・応用経済学会、応用経済学会賞、2011年 

（７）科学研究費助成事業  

・人口動態の空間経済分析、基盤研究(B)（一般）、平成 27年度-平成 29年度 

・人口動態が地域経済政策に及ぼす効果についての空間経済分析、基盤研究(B)（一般）、平成 30 年

度-令和 3年度、研究代表者 

（８）競争的資金等（科研費を除く）  
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